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(3) 海底ケーブル用に適合する光ファイパパラメータとして， 1 中継区間の光損失を最小とする実効力ッ
トオフ波長とモードフィールド径の値を明らかにし試作した1.5μm帯零分散光ファイパを実装した
ケーブルを用いて，水深8.000mの海域に布設，実験を行い，パラメータ設計ならびにケーブル構造設計
の妥当性を確認している。
(4) ゲルマニウムドープ石英光ファイパの水素ガスに起因する光損失増加量の時間的変化と温度及び水
素分圧との関係を定式化し，水素雰囲気中に曝された光ファイパの損失増加量を推定可能としている。
以上のように，本論文は広帯域，低損失かっ長期信頼J性が要求される海底同軸ケーブル及び同光ファ
イパケーブルの設計法とその伝送特性に関する種々の課題に対して，多くの知見を得ており，通信工学，
特に海底通信技術の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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